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2007年度国際センター体制

国際センター長 プラドリー ウィリアム〈国際文化学部教授) 留学生別科長を兼ねる

哲学生尉科開講科吾

耗居証分 事斗 呂 名 f皇位指1 調講 曜講 担当者 所属学蔀 需考
日 本 語 A (12) 前期 田 尻 英 一 経潰学部
日 本 語 B (12) 後期 稲 垣 宏 明 法 学 部

;[1: JII 逸 子 経営学部
朝 倉 淳 子 非常勤講師

李 宝 理 "， 

稲 晃 由紀子 "， 前期のみ

必 B 岩 男 考 哲 "， 

縄 回 祥 平 "， 

本 菓子宙 道 子 "， 

久 芳 星 奈 "， 後期のみ

諺 語 久冨木 幸 子 "， 

久 保 る み "， 

関 省略 黒 毘 志 保 "， 後期のみ

籍 原 みゆき "， 後期のみ
華寺 係 高 岸 雅 子 "， 

科
密 JII 恭 識 "， 

沼 ロ 恭 慧 今

百 日 林 雅 子 "， 前期のみ

坂 東 正 子 "， 

福 富 奈 美 "， 

藩 崎 博 和 "， 前期のみ

一一 登 由利子 。
森 回 美恵子 争

./'、 本 真奈美 "， 後期のみ
z乞圭3z 自 芙 美 "， 

日 本の宗教 A (2) 前期 月 3 香 111 真 一 非常動講締
日本の宗教 B (2) 綾瀬 争 "， "， 

日 本の歴史・文学A (2) 前期 月 4 下 穏 一 頼 非常勤講獅
E 日本の歴史・文学B (2) 後期 争 "， 4シ

日本の歴史・文学A (2) 蔚期 火 4 西 野 由 紀 非常勤講師

選 本 日本の歴史・文学B (2) 後期 。 "， 今

事
日本の社会・文化A (2) 前期 木 4 3可 野 秀書命 非常勤講師

日本の社会・文化B (2) 後窮 "， "， 今

槽
日本の社会・文化A (2) 菊嬬 月 3 清 水 陸 員司 社会学部

京 包本の社会・文化B (2) 後窮 火 4 李 隻 扉 "， 

関
日本の社会・文化A (2) 前期 金 4 徐 光 輝 醤際文化学部

日本の社会・文化B (2) 後期 砂 宅， 4シ

f岳 係
日本の経漬・経営A (2) 前嬬 火 4 李 態 掛 経済学部

日本の経靖・経営B (2) 後賠 "， "， 今

科 B本の経漬・経営A (2) 前期 金 4 安 部 大 佳 経営学部

百本の経済・経営B (2) 後期 月 3 西 JII す告 司 "， 

諺
巨 日本の科学技術 A (2) 前期 火 4 宮 滞 富 保 理工学部

日本の科学技荷 B (2) 後期 集中講義 情報メディア学科 争 1/15.16.17 

日本の武道・芸道A (2) 前期 火 4 JII 上 孝 也 非常盤講師
日本の武道・芸道B (2) 後期 争 "， 。

季} 特別講義 1 A (2) 前期. 木 4 フイト トーマス 経営学部 Buddhisrn 

特部講義 1 B (2) 後期 水 3 ジャフィー ボール 法 学 部 "， 

特 開講義 1 A (2) 前期 水 3 藤 出 和 畳 非常勤講師 囲碁

特 BU講義 1 B (2) 後期 "， "， "， 4歩

自 特開講義 1 A (2) 前期 月 4 稲垣 宏明 ※ 1 法 学 音E 試験対応、
特斑講義 1 B (2) 後期 "， す召 ロ 恭 慧 非常勤講師 4シ

特弼講義 1 A (2) 前期 木 3 稲垣 宏明 ※ 2 法 学 部 日本文化入門

特部講義 1 B (2) 後期 "， 後 藤 多 恵 非常勤講師 "， 

特 別講義 1 A (2) 前期 水 4 縄 国 祥 平 非常勤講師 日本語基礎

特部講義 1 B (2) 後期 "， 森 田美恵子 今 "， 

※1 6/13- 語口恭慧 に担当者変更
※2 6/14 朝倉淳子 6/21 久冨木幸子 6/28- 後藁多恵 に担当者変更

層際部事務部長(葉務} 室往費一 (2∞7年10JJ1 B-) 
国察部課長津守浮子

国察部課員 麗成夫・篠田真智子・堂雄理博・諌丹鋸・ CharmaineTan .広毘真代・吉匡範子・ JII語iさやか
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2007年度留学生別科時間割表{前期}
2 3 4 

授業科目 相当者 救援を 授業科目 担当者 教墜 授業科目 相当者 教輩 授業科目 相当者 教曜

日本語A (3幽いクラス)
古よし田だ
4-509 日本語A (3繍いクラス)

吉よし田だ
4-509 日本の説教A 香川 4-507 日本の陛史・文学A 下問 4-509 

日本語A (3-ろクラス) 北JlI 4幽507 日本語A (3みクラス) 事北たがJIわl 4-507 日本の社会・文化A j猷 4-506 糊講義1A(日本留学試験・日本語能力試験対応) 補誼 21-404 

月
日本語A (3ーはクラス) 三み登と 4・510 日本語A (3ーはクラス) 二三み登と 4-510 

日本語A (4クラス)
は林やし
5-502 日本語A (4クラス)

は林やし
5・502

日本語A (5クラス)
ぬ沼ま口ぐh
5-301 日本語A (5クラス)

箔指貰行 5-301 
日本語A (6クラス)

稲いな見み
2-108 日本語A (6クラス) 2“108 

日本語A (3時いクラス)
事田たが首川わ
4欄509 日本語A (3・いクラス)

ぶ田たが品川わ
4叩509 日本語A (聴解2A) 田川 4-312 日本の歴史・文学A

岡にし野の
4-509 

日本語A (3綱ろクラス) 4-312 日本語A (3みクラス) 4欄312 日本語A (聴解2B) 三み登と 2-210 日本の経済・経営A 李(態) 4-401 

火
日本語A (3剛はクラス) き北たが}Iわ| 5働502 日本語A (3“はクラス)

き北たが川わ
5繍502 日本語A (聴解3) 菓田か子し尻だ田 2網503 日本の科学技術A

み宮や浦うら
21-407 

日 (4クラス) 二み登と 21嗣408 日 (4クラス) コみ畳ヒ
21-408 日 (4クラス) 21-407 日本の武滋・

か川わか上み
2叩503

日本語A (5クラス) 問尻 21-407 日本語A (5クラス) 間尻 21幽407 日本語A (5クラス) 久く富ぶき木 2幽509

日本語A (6クラス) 久く笛ぷ春木 4-507 日本語A (6クラス) 久箇木 4掴507 日本語A (6クラス) ぶ品 5-301 

日本語A (3-いクラス) 岡田 4“507 日本語A (3固いクラス)
岡おか田だ
4-507 特別講義 1A (囲碁)

ふ藤じゃ山ま
4司505 特別講義 1A (文法演智)

附おか凹だ
4-507 

日本語A (3噌ろクラス) 稲見 5・301 日本語A (3・ろクラス)
稲いな見み
5-301 

水
日本語A (3・はクラス) 凹川 4-402 日本語A (3ーはクラス)

聞たが川わ
4・402

日本語A (4クラス)
き北たがJIわ| 
2-411 日本語A (4クラス)

車北たがJ1わ| 
2-411 

日本語A (5クラス)
式岡たヒ保尻り
2“508 日本語A (5クラス) 久保 2-508 

日本語A (6クラス) 21-405 日本語A (6クラス)
田たじ尻り
21-405 

日本語A (会話2) 李(宝) 4-510 日本語A (漢字1) 李(宝) 4-510 特別講義1A (日本文化入門) 稲据 2・508 日本の社会・文化A 河野 4-510 

日本語A (会話2) 古田 4欄509 日本語A (漢字2)
言告色過遣
4柵509 特別講義1A (Buddhism) ライト 2附509

水
日 (会話3) 結託 21-406 日本語A (i英字3) 2酬502

日本語A (4クラス) 菓久か〈子冨ぷしだき木田 2附507 日本語A (4クラス)
久く富ぷA木 2・507

日 (5クラス) 2-304 日本語A (5クラス) 菓干回 2蜘304

日本語A (6クラス) 久保 2-508 日本語A (6クラス) 久保 2酬508

日本語A (3“いクラス)
議首讃匙
4目507 日本語A (3闇いクラス) 補選 4幽507 日本語A (速説)

議首省崖
4幽506 日本の経済・経営A 安iJ;べ部 4-506 

日本語A (3-ろクラス) 4-503 日本語A (3・ろクラス) 諸島 4-503 日本語A (精読1) 2-504 日本の社会・文化A 話 21-408 

金
日本語A (3・はクラス)

敬岩男長 4-506 
日本語A (3-はクラス) 敬単 4-506 日本語A (精読1) き北たがJIわ| 2‘303 

日本語A (4クラス) 2・504 日本語A (4クラス)
岩いわ男お
2-504 日本語A (精読2)

岩いわ男お
2-404 

日本語A (5クラス)
ふギ藤ヒ崎白さき 5-403 日本語A (5クラス)

みり品 5伊403 日本語A (5クラス)
1t録f白
2-305 

日本語A (6クラス) 4-417 日本語A (6クラス)
ふ藤じ崎きき
4-417 日本語A (6クラス) 2崎308

〈稲垣病欠による担当者変更〉月 4:沼口 (6/13~) ・木3:朝倉(6 /14)久冨木(6 /21)後藤 (6/28~) ・金1: 11 (6/1-) ・金2・福寓 (6 1 -) 



2007年度留学生別科時間割表{後期}
1 2 3 4 

授業科目 担当者 教室 授業科目 祖当者 教室 授業科目 t日当者 教室 授業科目 姐当者 教室

日本語日 (1クラス)

ノ吉薫t色L 田
4・509 日本語B (1クラス)

人や木曹
4-509 日本の宗教日 書jh 4-507 日本の歴史・文学B 下問 4-509 

日本語B (2クラス) 4欄507 日本語B (2クラス)
吉薬色田
4-507 日本の経済・経営B

に西しか川わ
4糊506 棚講義1B(日本畔試験・日本語能力繍榔)

ぬ沼ま口ぐち
21-404 

月
日本語B (3クラス) 4-504 日本語B (3クラス) 4-504 

日本間B (4クラス) 二み二登と 5剛502 日本語日 (4クラス) 三み登ヒ 5欄502

日本語B. (5クラス)
ぬ沼ま口ぐち
5伸301 日 日 (5クラス) 議日 5-301 

日本紺B (6クラス) 久芳 2蜘108 日本語B (6クラス) 式発 2-108 
日本語日 (1クラス) き北たが)1わl 4-509 日 (1クラス) 北JII 4-509 日本譜B (聴解I 悶たが川わ

4-312 日本の臆史・ B 西野 4-509 

日本語B (2クラス) jil品 4“312 日本語日 (2クラス) ill品 4-312 日本蹴B/(聴解2) 黒くろ悶だ
2剛503 日本の経済・経営B 事(態) 4-401 

火
日本語B (3クラス)

田たが川わ
5-502 日本語日 (3クラス)

凹たが川わ
5-502 日本本舗譜B (聴解3) 菓子回 2-210 日本の社会・文化B キ(隻) 4-510 

日本語B (4クラス)
コみ登と
21・408 日本語B (4クラス)

ニみ登と 21-408 日 B (腿解4) 三み塁とま 21-407 日本の武道・芸道B
か川わか上み
2-503 

日本語日 (5クラス)
久s〈冨t」民a事本 21-407 日本語B (5クラス) 田尻 21-407 日本語日 (5クラス) 久〈富ぷ~木 2幽509

日本語B (6クラス) 4-507 日本語日 (6クラス) 久冨木 4暢507 日本語B (6クラス) ギ品 2・311

日本語B (1クラス)
き北たがJIわ| 4欄507 日本語B (1クラス) 主北?とが)1わl 4欄507 特別講義1B (Buddhism) ジャフィー 2・507 特別講義1B (日本語碁礎) ill面 4附507

日本語B (2クラス)
商田品川
5-301 日本語B (2クラス)

岡おか田だ
5-301 特別講義 1B (閥碁) 藤山 4・505

水
日本語B (3クラス) 4削504 日本語B (3クラス)

聞たが川わ
4網504

日本語B (4クラス) 黒田 2-411 日本舗B (4クラス) 患1a 2-411 
日本繭B (5クラス) 久保 2-508 日本語B (5クラス)

式白1保え 2剛508
日本語B (6クラス) 聞尻 21-405 日本間日 (6クラス) 21-405 

日本舗日 (識し方1) 李(宝) 4禍510

日本本本本義語語語B百EB1{f(漢護漢漢字学字字14 z 3 

李(宝) 4-510 特別講義1B (日本文化入門) 後藤 2幽508 日本の社会・文化B
河かわ野の
4“510 

日本本譜語B >(話し方22 古田 4-509 日 )
読ぎ谷品
4“509 

木
a*MfB (話し方3)

車ぷ読え持吉谷み1本百
21-406 日 ) 2・502

日本語s(話し方4) 2-507 日 )
久〈詰ぷ魯木 2-507 

日本語B (5クラス) 2・304 日本語B (5クラス)
菓か子しだ田 2-304 

日本語日 (6クラス) 2栴508 日本語日 (6クラス)
学三登
2・508

日本語B (1クラス) 三み三議と 4-507 日本語B (1クラス) 4欄507 岡本語B (1クラスコア) 議書 4・506 日本の社会・文化B 係 21-408 
日本語B (2クラス) ~~I自 4-503 日本語B (2クラス) 首長!量白 4明503 日本繭B (読解1)

篠しのは原ら
2附504

金
日本語B (3クラス) 高岸 4-504 日 日 (3クラス) 4剛504 日本語B .(端統)

ふ補〈筒とみ
2暢303

日本語B (4クラス)
器いわ開お
2-504 日本語B (4クラス)

岩いわ男お
2暢504 日本舗B .(鱗質事2) き北たがJIわl 2剛404

日本語B (5クラス) 経度 5-402 日本語B (5クラス) 緩断 ら402 日本語B (5クラス)
1城1ん東どう
2働305

日本語日 (6クラス)
i城Zん東どう
4-417 日本諮B (6クラス)

ぽ坂ん東とう
4-417 日本舗日 (6クラス) III面 5-301 

集中講義〈日程 1/15，16， 17) :日本の科学技術B 情報メディア学科教員(新川・古見・漉辺・藤田・長谷・杉田・野村)
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2007年度留学生別科授業・講義 受講状況

日本語科ヨ(前期:日本語A)

3いクラス 11名〈別科生:2名 交換生:9名〉 コーディネーター:北111逸子
担当者名:吉毘芙美{月 1・2) ・森田美恵子{火 1・2) ・開田祥平(求1・2) ・揺垣宏明(金 1・2) 

稲重宏明→年度途中より北J11逸子(金 1) ・福富奈美(金2)に交替

3ろクラス 10名〈別手}生:2名 交換生:8名〉 コーディネーター:北JII逸子
担当者名:北口i逸子(丹 1・2) ・田Jll恭識(火1・2) ・穏晃自紀子(水1・2) ・高岸華子(金 1・2)

3はクラス 11名〈別科生:7名 支換生:4名〉 コーディネーター:北JII逸子
担当者名:三登由利子〈月 1・2) ・北111逸子{火1・2) • ffim恭識(水1・2) ・坂東正子(金 1・2)

4クラス 13名〈到科生:8名 交換生:5名〉 コーディネーター:北JlI逸子
翠当者名:林雅子(丹 1・2) ・三登自利子(火 1・2) ・北川逸子(水1・2) ・久冨木幸子(木1・2) 

岩男考哲〈金1・2) 
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本2 担当者名:司尻英三
木1 担当者名:久保るみ
木2 担当者名:久保るみ
金1 担当者名:藤崎博和

金2 担当者名:藤崎博和

金3 担当者名奪回美恵子

9名〈剖科生 1名

10名〈別科生 1名

10名〈到科生 1名

7名〈別科生:1名
7名〈別科生 1名

6名〈別務生 1名

交換生:8名〉
交換生 9名〉
交換生:9名〉
交換生 6名〉
交換生 6名〉

交換生 5名〉

日本語科目(後期:日本語B)

1クラス 7名〈別科生:5名 交換生:2名〉 コーディネーター:北JII逸子
担当者名:八木真奈美(月 1・2) ・北間逸子〈火1・2) ・北川逸子(本1・2) ・三登由利子(金1・2)

2クラス 11名〈郡科生:4名 交換生:7名〉 コーディネ一安一:森田美恵子
担当者名:吉匝芙美(月 1・2) ・森田美恵子〈火1・2) ・関田祥平(本1・2) ・森田美恵子(金1・2)

3クラス 16名〈別科生:5名 交換生:11名〉 コーディネーター :WJII暴譲
担当者名:黒田志保〈月 1・2) ・回JII恭識(火1・2) ・田111恭識(水1・2) ・高岸雅子〈金1・2)
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火2 担当者名:久冨本幸子 5名〈別幹生:4名交換生 1名〉

火3 担当者名:森富美恵子 4名〈別科生 4名交換生:0名〉

本 1 担当者名:司尻英三 5名〈別科生:4名交換生 1名〉

本2 裡当者名:!丑尻英三 5名〈別科生 4名交換生 1名〉

木 1 担当者名:久保るみ 6名〈別科生 4名交換生 2名〉

本2 担当者名:久謀るみ 6名〈別幹生 4名交換生 2名〉

金1 担当者名:坂東正子 5名〈別科生 4名交換生 1名〉

金2 担当者名:坂東正子 5名〈別科生 4名交換生 1名〉

金3 担当者名:森呂美恵子 4名〈別群生 4名交換生 o名〉

畠本事構科目

前期

日本の宗教A 担当者名:香川真ニ(尾 3) 
サブテーマ :8本の文化と宗教
受講者数:6名〈別群生 3名 交換生 3名〉

日本の霊吏・文学A 担当者名:下関ー頼 (FJ4 ) 
サブテーマ:司本文化の霊史

受講者数 4名〈別科生:0名 交換生 4名〉

日本の塵史・文学A 担当者名:西野昌紀{火4) 
サブテーマ:京都の歴史と文学

受講者数 2名〈加科生:0名 交換生 2名〉

日本の社会・文化A 担当者名:河野秀轟命{本4)

サブテーマ:第二次大戦設の日本政治史

受講者数:22名〈別科生 :11名 交換生 :11名〉

日本の社会・文化A 担当者名:清水隆副 (FJ3 ) 
サブテーマ:呂本人の美意識

受講者数:13名〈関科生 3名 交換生:10名〉

日本の経済・経営A 担当者名:李態新(火4)

サブテーマ:高度経済成長と日本的経営

受講者数 2名〈別科生 1名 交換生 1名〉

自本の経済・経営A 担当者名:安部大量{金4)

サプテーマ:日本の経済・経営Today

受講者数 9名〈別科生:6名交換生:3名〉

日本の科学技荷A 担当者名:宮浦富保(夫4)

サブテーマ:自然環境と農業・林業の特援

受講者数 5名〈別葬生 2名 交換生 3名〉

日本の武道・芸道A 担当者名:J11上孝也{火4) 

サプテーマ:7実技を通じて見えてくるもの

受講者数 7名〈別耗生 7名 交換生:0名〉

特割講義1A 担当者名 :τom Wright (木4) 

サプテーマ:Zen Buddhism-Bodhidharma to U chiyama 
受講者数 9名〈別科生 o名 交換生 9名〉

特尉講義 1A 担当者名:j輩出和登(水 3) 

サプテーマ :8本の伝統ゲーム(囲碁)
受講者数:13名〈別幹生 6名 交換生 7名〉



特民講義 1A 担当者名:稲垣宏明→沼司泰慧情的
サプテーマ:日本留学試験、日本語能力試験1・2穀対応、

受講者数:12名〈刻字ト生:6名 交換生:6名〉

韓関講義 1A 担当者名:語垣宏顎→朝倉淳子→久冨本幸子→後藤多恵(本3)

サプテーマ :8本文化入門
受講者数:16名〈別科生 :10名交換生:6名〉

特部講義 1A 担当者名:詞回祥平{水4)

サプテーマ :8本語基礎
受講者数:2名〈剖科生:1名交換生 1名〉

後嬬

日本の宗教B 担当者名:香JII真ニ{耳 3) 
サブテーマ :8本の歴史と宗教
受講者数:4名〈別科生:3名 交換生 1名〉

吉本の霊史・文学B 担当者名:下関ー頼(J~ 4) 
サプテーマ :8本文化の霊史
受講者数:6名〈到科生:1名 交換生:5名〉

日本の霊吏・文学8 担当者名:西野由紀{火4)

サプテーマ:京都の歴史と文学

受講者数 5名〈別科生:2名 交換生:3名〉

自本ぬ社会・文住B 担当者名:河野秀霧舎(本4) 

サプテーマ:経済発展と社会変容

受講者数:19名〈別春生:10名 交換生 9名〉

日本の社会・文化B 握当者名:李隻葬{火4)
サプテーマ:ニュースを通じて現代日本を考える

受講者数:3名〈別科生:2名 交換生 1名〉

E本の社会・文化B 震当者名:徐光輝{金制
サプテーマ:東アジアの文化交流

受講者数 2名〈別科生 o名 交換生 2名〉

日本の経漬・経堂B 担当者名:李態研{火4) 

サプテーマ:成熟した経請での新企業釣経営

受講者数:9名〈別蒋生 5名交換生:4名〉

宮本ぬ経港・経営B 担当者名:酉JI1浩司{耳 3)

サプテーマ:経済雑誌を読んで、ビジネスの現在を知ろう!

受講者数:15名〈別科生:7名交換生:8名〉

日本の科学技葡B 担当者名:情報メディア学科集中講義2008.1.15-17
(新JII.吉見・渡辺・藤田・長谷・杉田・野村)

サプテーマ:日本の科学技衡の研究と開発のあゆみ
受講者数 6名〈別科生 3名 交換生:3名〉

百本の武道・芸道B 担当者名 :JII上孝章{火4)
サブテーマ: i道jのさまざま
受講者数 5名〈刻科生 1名 交換生 4名〉

so 



特~Ij講義 1 B 担当者名:Paul Jaffe (水3) 
サブテーマ:Survey of Buddhism 
受講者数:7名〈剥科生:0名交換生 7名〉

替担講義1B 担当者名:華山和登{水3) 
サプテーマ:百本の伝統ゲーム(圏碁)

受講者数:17名〈到科生:13名 交換生 4名〉

特劉講義18 担当者名:沼口恭慧(~ 4) 
サブテーマ :8本留学試験、 E本語能力試験1・2殺対応
受講者数:13名〈到科生:8名交換生 5名〉

特割講義 18 担当者名:後藤多恵{木3) 
サブテーマ :8本文化入門
受講者数:9名〈別葬生:6名 交換生 3名〉

特劃講義 18 m当者名.，森由美恵子{水4)
サプテーマ:日本語基礎

受講者数:9名〈到科生 6名交換生 3名〉
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2007年度国際センターの 1年

行事 センター会議 別軒関係 寮霞係

2∞7 
4 1 入学式(尉科10名・交換25名)

9 第1学期授業開始

10 常任会舎

13 大宮荘ウェルカムパーティー

14 蓮苔会館ウェルカムパーティー

19 学生生活アドバイザーミーティング①

20 センター会議①

27 ウェルカムパーティー 於:グリル 常任会②

5 11 センター会議② 運営会議①

18 入試小委員会

22 学生生活アドバイザーミーティング②

23 留学生のための就職ガイダンス&ジョブフェア(都メッセ)

29 運営会議号

6 12 

19 

フィールドトリップ(大原三千院)

センター会議号

7 3 センター会議④

6 広島平和プログラム(-7 /8) 

学生生活アドバイザーミーティング③

13 大宮荘バーベキューパーティー

16 第1学期授業襲了

17 センター会議⑤ 学生生活アドバイザーミーテイング④

18 常任会③

26 フェアウェルパーティー 於:ラウンジ

31 常怪会④

8 1 日本語担当者会議舎

3 運営会議$

4 寵谷会館フェアウェルパーティー

5 向島フェアウェルパーティー

7 

8 

常任会⑤ 大宮荘フェアウェルパーティー

学生生活アドバイザーミーテイング⑤

9 11 学生生活アドバイザーミーティング昏

18 修了証書授与式〈別科8名) ・入学式(~Ij耗19名・交換41名)

21 第 2学期授業開鎗 大宮荘ウェルカムパーティー
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27 センター会議⑤

10 5 ウェルカムパーティー 於:グリル

12 常任会⑤運営会議④

15 

16 

19 

20 

常任会@

センター会議⑦

23 フィールドトリップ(東映太秦映画村)

学生生活アドバイザーミーテイング@

龍谷会館ウェルカムパーティー

27 向島ハロウインパーティー

11 8 常在会@、入試小委員会

9 センター研究年報編集委員会①

12 

13 センター会議⑧

運営会議争

16 学生生活アドバイザーミーテイング毒

12 7 哲学生のための就職ガイダンス&ジョブフェア(京都市国際交流会館)

2008 

19 学生生活アドバイザーミーティング@

21 

22 

センター会議舎

3寮合同年末パーティー

1 11 常任会事

12 第2学期授業経7

15 学生生活アドバイザーミーテイング⑮

24 フェアウェルパーティー 於 2地下

29 日本語担当者会議②

2 1 運営会議⑥

2 部署開請修

3 

4 

6 

18 

22 

センター会議⑧

3 4 センター会議⑬

13 修了証書授与式(別科12名)

常任会。

龍谷会館さよならパーティー

大宮荘さよならパーティー

学生生活アドバイザーミーティング⑬

語 学生生活アドバイザーミーテイング宰
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留学生数推移(受入) 在籍区分割
単{立(人)

大学院
短嬬 留学生

特別習学生 外匡人詩誕生
替到

学部
大学 部科

受入交換留学生 受入交喪留学生以外 晋究生 合計
M D LS M D 専攻生

学部 M I D 学部 M D 

1977 1 1 2 4 
1978 1 1 1 3 
1979 1 1 3 5 
1980 1 2 3 6 
1981 l 1 2 
1982 1 2 
1983 
1984 3 I 1 5 
1985 7 3 2 11 3 26 
1986 17 11 1 7 2 38 
1987 19 18 2 24 1 64 

1988 
前窮 27 17 4 38 13 99 
後期 27 17 4 43 23 114 

1989 
前期 37 17 5 49 16 1 125 
後期 40 17 5 46 21 1 130 

1990 
前顛 48 15 8 39 23 2 135 
後患 57 14 8 42 23 2 146 

1991 
前期 77 28 7 1 35 17 2 167 
後鶏 83 27 7 1 47 24 2 192 

1992 
前期 98 27 8 1 39 13 1 187 
後窮 108 26 8 l 44 25 1 213 

1993 
前窮 116 24 15 2 39 28 1 2 227 
後罵 122 23 15 2 45 31 1 2 241 

1994 
前第 128 24 16 1 40 26 5 1 241 
後鶏 132 24 18 l 51 26 5 1 258 

1995 
前揮 129 30 20 1 45 22 2 2 251 
後期 122 31 20 1 45 21 3 2 245 

1996 
前期 131 37 17 33 14 7 6 245 
議期 139 39 17 42 15 7 7 266 

1997 
前期 145 35 19 1 45 17 6 4 272 
後期 150 38 18 49 24 7 4 290 

1998 
前期 170 31 16 32 20 3 6 278 
後期 174 30 17 45 21 3 6 296 

1999 
前額 176 38 22 49 18 3 4 310 
後嬉 175 36 22 61 25 5 4 328 

2000 
前期 170 41 20 46 28 5 2 3 315 
後期 171 40 19 59 30 6 2 3 330 

2001 
前期 235 42 18 55 23 4 2 4 383 
後期 231 43 19 2 59 22 4 2 4 386 

2002 
前期 266 41 18 2 45 17 3 6 1 1 400 
後期 274 40 18 2 53 15 4 1 6 2 1 416 

2∞3 前期 317 39 18 1 48 20 3 3 2 3 3 4 461 

後期 324 36 19 1 41 23 5 4 2 3 1 2 4 465 I 

2004 
前期 356 42 23 2 34 18 7 3 2 1 2 3 493 I 

後期 352 41 21 2 41 25 11 2 1 2 3 501 I 

2005 
前罵 352 43 21 3 29 32 12 5 1 4 502 

後患 354 45 20 3 35 26 12 7 4 506 

2∞6 前窮 354 40 19 1 4 33 33 6 7 6 503 

後期 349 46 19 1 4 36 38 6 10 1 2 7 519 

2∞7 前期 337 42 15 1 2 24 46 8 8 3 2 10 498 

後期 332 46 14 1 2 33 45 6 4 1 3 10 497 

※1977年度-2∞1年度までは、特別留学生、外国人特剖生、特部専攻生も含んだ合計数です。
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※受入留学〈海外から龍谷大学へ留学〉

留学生数推移(受入) 所属別①
単位〈人〉

1985 1986 1987 
1988 1989 1990 1991 1992 1993 
1'11]期 後期 前期 後期 耳目期 後期 前期 後窮 前期 後期 前期 後期

正 文 ゴ具2二- 部 1 3 4 3 2 3 3 3 3 3 3 10 10 14 13 

M 文学研究科 3 8 11 8 8 8 8 7 7 15 15 12 12 9 8 

D 文学研究科 1 2 2 6 6 4 4 6 6 11 11 

特 文 学 部 3 2 2 3 1 4 4 7 6 3 3 6 7 

特 文学研究科 1 2 2 1 1 1 

D 研 究 生

言十 8 13 16 14 14 15 15 22 22 29 29 32 32 41 40 

正 経護学 部 3 6 11 12 15 17 20 26 36 44 45 53 56 61 

M 経済学訴究科 1 1 2 2 6 5 8 7 5 5 

D 経漬学訴究草寺 1 1 1 1 1 

特 経済学部 3 4 7 9 8 5 1 4 3 6 6 6 

特 経済学研究科

D 研 究 生

計 1 4 7 15 17 23 27 30 33 43 53 56 66 68 73 

正 経営学部 6 10 8 10 10 16 16 19 19 25 22 26 25 20 18 

M 経営学研究科 3 7 9 9 7 7 6 5 6 6 6 6 6 6 

D 経営学研究科 2 2 3 3 2 2 3 3 2 2 3 3 

特 経営学部 7 14 7 10 8 9 6 10 3 8 6 7 

特 経営学訴究科 2 2 1 l 

計 6 13 16 28 35 33 36 35 35 42 43 37 41 36 35 

正 法 学 器 1 3 3 3 4 6 9 13 14 16 19 23 27 

M 法学研究科 1 1 2 2 

D 法学研究科

特 法 寸戸a一. 部 1 2 1 1 3 5 2 3 3 7 9 10 

特 法学研究科 1 I 

言十 1 1 4 5 5 6 9 14 15 17 19 26 35 40 

M 理工学研究科

D 理工学研究科

特 理工学 部 1 1 1 1 

計 1 1 1 

正 社会学器 I 3 3 

会f社会学研究科 1 1 l 1 2 2 

特 社会 寸Alz4- 部 I I 

特 社会学研究科

計 1 1 2 2 6 6 

正 医際文先学部

M 国禁文化学研究脊

特 国際文化学部

特 国捺文化学研究科

計

正 短期 大 学 1 1 1 2 2 

留学生別科 11 7 24 38 43 49 46 39 42 35 47 39 44 39 45 

1t 計 26 38 64 99 114 125 130 135 146 167 192 187 213 227 241 

凡例 :D:博士課程 正:正規留学生

M:修士課程 特:特別留学生
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留学生数推移(受入) 所属別②
単位{人)

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 
前罵 後期 前期 後期 議期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後賠

正 文 学 蔀 13 13 18 16 11 11 12 12 13 13 7 7 6 6 8 8 

M 文学研究科 9 9 10 10 12 12 11 11 8 8 10 10 10 9 6 6 

D 文学研究科 12 12 14 14 8 8 7 6 3 3 6 6 6 6 8 8 

特 文 寸-ーe 部 8 7 5 7 8 7 9 9 7 7 7 9 12 10 6 6 

特 文学研究科 1 l 2 2 5 5 4 4 3 3 3 3 5 5 5 5 

D 研 究 生 l 1 2 2 5 6 4 4 6 6 4 4 3 3 3 3 

言f 44 43 51 51 49 49 47 46 40 40 37 39 42 39 36 36 

正 経済学部 62 68 62 58 60 56 61 56 57 48 45 36 32 34 38 46 

話 経済学研究耗 4 4 6 7 8 10 7 10 10 10 15 14 14 14 16 18 

D 経済学研究科 1 2 3 3 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 4 5 

特 経済学 部 3 5 5 3 2 4 2 5 5 2 5 2 4 

特 経済学研究科 3 3 2 2 

D 研 究 生 1 l 

言十 70 79 76 71 75 73 75 75 71 65 70 60 55 60 61 74 

正 経営学部 21 21 20 19 14 12 9 9 8 8 6 6 6 5 14 13 

M 経営学研究科 6 6 6 6 6 6 4 4 3 3 5 5 7 7 5 5 

D 経営学研究科 3 3 3 3 4 4 5 5 4 4 3 3 1 1 1 1 

特 経営学 器 1 3 6 6 2 4 3 5 5 8 4 5 4 2 3 3 

特 経営学研究耗

計 31 33 35 34 27 27 21 23 20 23 18 19 18 15 23 22 

正 法 学 事 28 26 25 25 26 25 15 13 13 10 7 4 6 6 12 13 

M 法学研究科 4 4 6 6 9 9 11 11 8 7 5 5 7 7 5 5 

D 法学研究科 1 1 3 3 4 4 7 7 7 6 5 5 

特 法 学 部 12 10 5 4 I 2 2 1 2 3 3 1 

特 法学研究科 3 3 l 1 I 1 1 2 

計 47 43 36 36 37 36 30 29 27 23 20 20 23 22 23 23 

M 理工学研究科 1 1 1 1 1 1 1 1 

D 理工学研究科 1 1 1 1 1 1 

特 理工学 部 1 1 I 1 2 2 1 1 

計 1 1 2 2 1 1 3 3 3 3 2 2 

正 社会 学 部 4 4 4 4 3 3 I 1 1 1 1 1 1 l 

M 社会学研究科 l l I 1 1 1 2 2 2 2 2 1 2 1 

特 社会 学部 1 I 1 1 

特 社会学研究科 I 1 1 1 

言十 7 7 5 5 6 6 3 3 4 3 3 2 1 1 3 2 

正 国際文化学部 17 31 47 59 78 94 110 121 119 119 160 150 

おf国際文化学研究軽 2 2 8 8 

特 国際文化学部 2 5 3 3 7 10 11 9 

特 匡際文化学研究耗 1 1 1 

計 17 31 49 64 81 94 110 124 128 132 180 168 

正 短期 大学 1 1 l 1 1 2 2 

留学生別脊 40 51 45 45 33 42 45 49 32 45 49 61 46 59 55 59 

メロ〉 計 241 258 251 245 245 266 272 290 278 296 310 328 315 330 383 386 

凡例 :D:博士課程 正:正規留学生

M:修士課程 特:特鰐留学生
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留学生数推移(受入) 所属別③
単位〈人〉

2002 2003 2α)4 2005 2006 2007 2008 2009 
剖期 後期 IJIJ期 後期 IJIj期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 請期 後期 苗賠 後期

ナ旦A

学主研究李苦
12 12 13 13 16 15 18 18 18 17 18 19 

恥i 6 6 8 8 8 8 8 8 4 4 3 3 
D 

轟j
8 8 5 6 7 7 7 7 9 9 6 6 

1 
4 4 1 1 1 1 

2 2 1 4 

妻
主主 立口 4 3 3 3 2 9 8 7 8 10 11 9 

事 1
3 3 2 2 5 8 7 7 3 3 4 

交 2 2 2 2 
研 3 3 2 2 3 3 4 4 8 8 

37 36 40 40 43 51 51 50 46 47 51 50 
"f-

?彊
f:苦 54 61 66 72 74 72 69 73 72 69 74 72 

M 事 17 16 13 10 
12 11 14 17 13 16 11 11 

D 6 6 5 8 8 7 8 8 6 6 7 6 
科 M 1 1 
D 3 1 

~ 蓋 1 1 2 2 1 3 2 
'.>!c さHM 1 

s、
雲 詳音 4 3 3 4 7 4 6 10 

p、

業
2 2 2 3 1 1 1 

済
i主tE碩 2 1 1 1 1 2 

清 1 1 1 2 
I:I 81 87 92 95 98 91 97 108 101 104 lOl 100 

学 17 17 20 19 29 29 30 30 29 29 32 32 
M 3 3 1 1 2 2 1 1 6 6 7 7 
D 1 1 1 1 1 

1 1 

tt 手寺 2 2 1 1 

h 1 1 3 4 2 4 7 5 8 8 9 11 
手人乏 1 1 

22 22 28 28 34 36 40 37 43 43 48 50 
学 t き 14 15 21 23 29 29 30 29 29 29 29 24 
M 善4阜奏i3 3 5 5 6 6 5 4 3 5 5 7 D 3 3 1 2 3 3 1 1 1 1 ぷ

1 1 
寺

t事主J 1 1 1 1 
幸

よ正t D 1苦E 
2 2 4 4 3 4 5 5 5 5 6 

父 I 1 1 1 
専 1 1 1 1 

研 t告亙窒季 1 1 1 1 1 1 2 2 
21 25 33 38 46 44 40 39 39 41 41 39 

寸且zー. 

理理理工工学学工研研究究学科科{(MM 審
2 2 4 3 7 6 7 7 7 7 7 7 

M 1 1 I 1 1 1 
外 1 1 

警霊工学 i工学 1 1 1 
言 4 3 5 4 8 7 7 7 8 8 8 8 

学 位告 'f:喜 2 2 2 2 4 4 5 5 4 4 4 4 
M 皆套詩委主 2 2 1 1 1 1 2 2 1 1 
D 1 1 

書
世 ~ 叫子 ロ I 1 1 1 

長きずJ 1 2 1 1 2 
2 

ロ= 5 5 3 4 6 5 8 7 6 8 8 6 
学

審議
弘三 苦 165 165 189 189 197 197 193 192 195 194 173 169 

~ F押 ;:f' 9 9 10 10 13 13 14 14 12 13 14 16 

f莞
ゐ子 I 1 。。 4 4 5 4 3 3 1 1 
D 2 2 
書 1 3 6 7 5 3 

警
を似(M I 1 3 
-(0 2 

r温F=t、..... 
習 7 6 9 12 8 8 12 5 4 10 15 14 

己主轄 M 1 1 1 2 2 2 2 1 2 
記1当 3 

二三 183 183 211 214 222 224 227 220 222 227 214 208 
務争 究杢 1 1 1 1 
期 学歪 2 2 1 1 2 2 3 3 4 4 2 2 
学 E 2日李 45 53 48 41 34 41 29 35 33 36 24 33 
ロ 言 400 416 461 465 493 501 502 506 503 519 498 497 

凡関学:学器生 M:修士課程生 D:博士議窮生外:外国人特到生特:特居留学生交:交換留学生研:研究生専:持部専攻生
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留学生数推移(受入) 国別①
単位(人〉

1985 1986 1987 
1988 1989 1990 1991 1992 1993 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 蔀賠 後期

中 国 4 7 15 33 48 71 73 77 79 95 108 109 127 141. 152 
韓 国 8 12 12 却 30 21 23 28 30 33 34 35 34 39 41 
4口a、 湾 3 6 21 29 30 19 19 17 18 21 20 19 22 17 16 
ア メ カ 7 5 7 5 5 3 3 4 6 3 9 6 6 7 4 
タ イ 3 4 4 4 3 3 1 2 I 1 
オーストフリア 2 2 1 1 2 6 6 
ド イ ヴ 1 1 1 1 2 2 3 
フ フ ン ス
マ レ 一ン ア 2 2 2 2 2 2 
イ ギ ス 1 1 1 1 1 1 2 2 1 
ス フ ン カ 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 2 2 2 
ウ ク フ イ ナ 2 2 3 2 2 
ロ ン ア 1 
インドネシア I 1 1 
、、、、 ヤ ン マ 一 1 l 1 1 2 
カ ナ ダ 2 1 1 l 1 2 1 2 1 1 
香 港 1 1 1 1 2 2 1 1 1 l 1 1 
イ ン ド 2 1 1 1 1 1 1 1 I I 
フィンランド
Jミ ト ナ ム

ネ 2号 一 1レ
シンガポール 1 1 1 l 
スウェーデン
カ ン ポ ン ア
ニュージーフンド 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 
イ フ ン 1 1 1 1 1 
フ イ ピ ン 1 1 1 1 1 l 1 1 1 3 
イ タ ア 1 1 1 1 l 1 1 1 I 
バングラディッシュ

オ フ ン ダ 1 
ギ ーー ア
ス イ ス l 
ス J、c イ ン

デ ン マ 一 ク 1 1 
チ 1 
プ フ ン yレ

モ ン ゴ Iレ

ユーゴスフどア
イ ス フ コニ ]1〆
ト Jレ コ 1 
オーストリア
ガ 一 ナ

ク ウ J... 一 ト
Jミ 1レ ギ 一
ポ 一フ ン ド
カ メ ルー ン

ン ヤ てr イ カ
J、ミ 7レ 一
アイルランド
ウ yレ グ ア イ
タ ン ザ ア
プル ガ 1) ア
J、ミ フ yレ 一 こ/
カザフスタン

マ Jレ タ 1 
メ キ ン コ 1 
yレ 一マ 一ア
1口』 言十 26 38 64 100 126 125 129 135 146 167 192 187 213 227 241 
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留学生数推移(受入) 国別②
単f立〈人〉

1994 1995 1996 1997 1998 1999 20∞ 2∞1 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 苗期 後期 前期 後期 前期 後期 話Ij顛 後期 前期 後期

中 国 148 162 157 154 165 177 178 198 194 206 223 231 226 241 300 306 
韓 国 47 50 50 48 39 41 37 35 34 31 31 30 27 23 21 20 
」仁3、 湾 18 17 16 14 21 22 24 24 24 25 26 27 20 21 20 19 
ア メ カ 2 3 1 1 5 5 6 1 3 1 2 4 5 4 5 
タ イ 2 4 2 3 3 2 4 4 3 4 3 4 7 8 11 8 
オーストフリア 4 4 6 6 4 4 1 2 7 7 5 6 4 5 4 51 
ド イ ツ 2 2 4 4 2 3 2 1 2 2 2 4 3 

フ フ ン ス 2 1 1 2 3 6 6 6 5 3 
マ レ 一 ン ア 3 5 4 3 3 2 2 2 1 1 l 1 I 
イ ギ ス 2 3 2 2 2 1 2 2 I 
ス フ ン カ 2 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 2 
ウ ク フ イ ナ 2 2 2 3 3 1 2 2 I I 2 

ロ 三/ ア 2 2 2 2 2 3 3 
インドネシア 1 I 1 2 2 1 1 2 2 2 2 1 1 
、、、、 ヤ ン てr 一 2 l 1 1 1 1 l 
カ ナ ダ 1 1 2 2 2 1 1 
香 港 1 l 1 2 3 2 
イ ン ド 2 2 1 1 1 1 1 
フインフンド 1 1 1 1 2 2 
"'"ミ ト ナ ム I 

ネ ノf 一 1レ 1 1 1 
シンガポール 1 I 1 1 
スウェーテs ン 1 
カ ン ボ ン ア
ーユージーフンド 1 1 I 
イ フ ン l I I 1 1 2 1 1 I 
フ イ ピ ン 2 
イ タ ア

バングフディッシュ 1 2 2 1 1 
オ ブ ン ダ 2 l 1 
ギ 一 ア 1 1 1 1 
ス イ ス 1 I 
ス ペ イ ン 1 
デ ン てr 一 ク
チ J) I 1 1 1 1 1 
プ ブ ン 1レ 1 1 1 1 1 
モ ン ゴ yレ 1 
ユーゴスフピア I 2 2 
イ ス フ コニ yレ 2 2 
ト }レ コ
オーストリア 1 1 2 
ガ 一 ナ I 1 
ク ウ .I. 一 ト
ミ̂ Jt〆 ギ 一 1 
ポー フ ン ド 1 1 1 
カ メ Yレ 一 ン 1 1 1 
ン ヤ マ イ カ
，1'{ 1レ 一 l 1 
アイ Jレフンド

ウ )L〆 グ ア イ 1 
タ ン ザー ア 1 
フ守 yレ 71' J) ア
J、ミ フ Fレ 一 ミ/
カザフスタン

ーマ yレ タ

メ キ ン コ
Jレ てず 一 ア
ムロ 言十 241 258 251 245 253 274 272 290 278 296 310 328 315 331 383 386 
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留学生数推移(受入〉 冨別③
単位(人)

2∞2 2∞3 2∞4 2∞5 2∞6 2∞7 2008 2∞9 
前期 後期 前顛 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前罵 後期 前期 後期

中 国 327 344 391 388 414 411 399 408 398 406 380 375 
韓 国 21 18 16 17 19 20 27 25 25 24 24 25 
ぷ口、 湾 12 14 11 12 14 13 14 14 14 16 16 16 
ア メ カ 2 1 4 6 3 3 4 3 5 10 10 12 
タ イ 10 10 6 5 6 7 7 7 7 7 7 7 
オーストフリア 4 5 5 6 3 3 4 4 2 3 6 5 
ド イ ツ I 3 5 2 3 3 3 3 8 8 9 9 
フ フ ン ス 3 3 3 4 4 4 4 3 4 4 3 3 
マ レ 一 ン ア 2 2 3 3 3 4 5 5 2 3 
イ ギ ス 1 l 3 2 6 6 1 1 2 2 1 
ス フ ン カ 1 1 1 1 1 
ウ ク ブ イ ナ 2 1 1 2 3 2 1 l 1 
ロ ユ/ ア 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 
インドネシア 2 3 3 2 2 2 1 1 1 1 
、、、、 ヤ ン マ 一 1 I 1 1 2 2 2 3 3 3 5 5 
カ ナ ダ 1 I 2 1 I I 1 1 1 1 
香 蚤 2 1 l 
イ ン ド I 1 1 1 
フインフンド 1 1 1 4 5 3 2 2 3 
J、ミ ト ナ ム 1 3 2 2 2 2 2 2 3 3 3 4 
ネ ノf 一 Jl〆 1 2 2 3 3 3 3 3 3 
シンガポール 1 3 4 3 3 
スウェーデン I 1 1 4 4 3 3 1 2 2 
カ ン ボ ン ア 3 3 3 2 2 2 2 2 3 
ニュージーランド

イ フ ン

フ イ ピ ン
イ タ ア 2 2 
.1"¥ングフテsイッシュ 1 1 1 1 1 1 
オ フ ン ダ 1 1 I I 2 
ギ ーー ア 1 1 1 1 1 
ス イ ス 1 I 1 1 1 
ス J、ミ イ ン 1 1 2 1 2 2 6 
デ ン マ 一 ク l 1 2 3 
チ

プ フ ン 1レ 1 
モ ン ゴ Fレ 1 1 2 3 
ユーゴスフピア

イ ス フ コ二 )1〆

ト Jレ コ 1 1 1 
オーストワア
ガ 一 ナ 1 I 
ク ウ コ二 一 ト 1 1 1 1 
Jミ 1レ ギ 一 I 

ポー フ ン ド

カ メ ルー ン
〉〆 ヤ てr イ カ 1 
J、c Jレ 一
アイ 1レフンド 1 
ウ 1レ グ ア イ
タ ン ザニ ア

プル ガ 1) ア 1 1 
Jて ブ yレ 一 〉〆 1 1 1 
カザ、フスタン I 
てr 1レ タ

メ キ ン コ
yレ 一 マ 一 ア
主口』 計 400 416 461 465 493 501 502 506 503 519 498 497 

。。



交換留学生数推移(受入・派遣) 大学期
単泣く人)

アジア 北米 オセアニア ヨーロッノf 言壬ヨ十F 

復 上 中

外大連語大国

同 大 東 東 チ 斗アナ Fコ-・hヲコレ3 す， 
T 
Iズ菊

州李南τ吹 未仏教大同

プて'3J7 t ヲ
R マ フ キ

JE 

1) 手ニ;= ウ ヨ rミ ""'" オ r¥ ノ王，‘ 〆 ニL
クエ/

海 邑 連
二L

ヲオクイL 
M ヨ

プFスグレ
コpz、垣E zz ェ，〆 コニ ク レ Jレ

フ ン .:r:. コトぇ 三ヨ セ
日 済 匝 亜 プ

孟州'支スJ F ， 

;L〆
ド ン ン ン ミ/

今メ三全

ン
自軍 人 工 ロ I ダ フ tJ 

ン 〉〆

州大号tリz f 
今7号プEFz f 色S 

ツ フ 第 ン
Fτ-J 2r 4f ス ヨ ン〆

字首大ナ自T 大
範 民 大 業 大 大 こZ

ヨ T ク 3 
二x::. A 

ウ ス アカ

呈力主主月邑量日主

ス 大
そ聖τでフzr# 完y 7 り

‘ユr

大学タ 力週it来s 量a 大 大 大 ン ン
レ

学院
大 大
大す主主t与

大
金J歩ユヒ書〆三ヒ JλイタニF〆，〆-τ 大学

大 大 大

且寸ι一学 学 学 学 学 学 学 て大点三「ゐ
大学 、'/

老エ夜支、 芦寸ー之. 学 旦寸ιー 学 学 ザ~ーs 学三/

1989年
受入 5 

諒遣 3 3 

1鈎O年
受入 5 ~ 

援遣 3 2 

1991年
受入 5 

i長遣 3 

1992年
受入 3 2 6 

提遣 3 3 8 

1993年
受入 3 2 31 3 2 141 

i長遣 3 2 31 3 3 15 

1994年
受入 3 3 31 3 2 15 

設遣 3 2 31 2 2 13 

1995年
受入 3 3 31 3 131 

採遣 3 3 31 3 14 

1996年
受入 3 3 31 3 2 15 

語遣 3 3 31 3 2 16 

1997年
受入 3 3 2 31 1 11 2 16 

援遣 3 3 31 3 2 16 

1998年
受入 3 3 31 3 11 2 11 1 2 21 

提遣 3 2 31 3 11 2 21 2 21 

1999年
受入 3 3 31 3 11 2 21 3 21 1 24 

援遣 3 3 31 3 21 1 21 3 21 2 2 2泡

2∞0年 受入 3 3 2 21 3 11 1 21 3 31 1 2 26 

読遣 3 2 31 3 11 2 31 3 2 2 271 

2∞l年 受入 3 3 21 2 11 2 21 2 2 21 

援遣 3 4 31 3 11 2 31 2 21 2 28 

2∞2年 受入 3 31 2 3 11 1 21 1 21 2 11 1 24 

i景遣 3 3 31 9 31 3 2 21 3 31 2 21 2 42 

2∞3年 受入 3 31 3 3 2 51 1 11 2 31 3 2 11 1 35 

諾遣 3 21 2 3 31 7 2 31 3 2 31 2 21 2 42 

2∞4年 受入 3 31 3 3 11 1 11 2 31 3 31 3 11 4 38 

採遣 3 41 3 3 11 1 41 2 11 1 11 1 31 2 21 1 35 

2∞5年 受入 2 31 3 3 11 3 31 2 31 6 61 3 11 42 

援遣 3 31 1 3 2 21 2 3 41 3 11 2 31 2 37 

2∞6年 受入 11 2 31 3 31 2 21 2 41 1 1 21 2 11 2 31 7 2 21 1 1 2149 

提遺 11 2 31 4 31 2 l 2 11 1 11 2 11 4 21 3 31 1 11 3 21 2 2148 

2剖7年
受入 21 3 31 1 21 3 31 2 21 4 3 1 31 3 11 2 2110 31 3 31 2 3日

諌遺 11 2 31 5 31 2 21 2 51 2 11 1 11 1 11 2 11 3 21 2 3148 

合計
受入 56 11 4 181 17 11 2 44 51 18 41 11 11 8 01 3 0139 35 7124 却 25 38 131 3 161 13 01 5 21 6 439 

読遣 51 21 4 151 15 11 0 42 41 14 21 14 51 10 191 5 8139 39 111 18 16120 お 21 21 16 151 4 21 0 51447 

L_~合 107 3 8133 32 u ~お 9132 6125 6 18 191 8 8178 74 181 42 36 45 弱 34 5132 認 41 7 21 11 部6
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留学生別科志願者・合格者・手続者・入学者数推移臨時
単{立〈人〉

西 屠 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 
入 学 見 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 
志 穎 者 数 11 7 8 15 12 14 34 16 38 9 110 42 46 45 21 34 
lロ』 籍 者 数 11 5 7 13 12 14 30 16 38 9 20 24 24 30 21 21 
手 続 者 数

入 守》邑2ム. 者 数 11 5 7 13 12 14 30 16 34 8 17 22 20 26 18 20 
男 8 3 3 7 7 7 13 9 27 2 10 11 10 14 12 11 
女 3 2 4 6 5 7 17 7 7 6 7 11 10 13 6 9 

入学者園部内訳

中 国 2 3 1 7 3 4 11 9 28 3 9 8 10 12 15 10 
韓 国 5 1 2 2 2 6 3 2 5 5 4 2 2 3 
ぷ仁3晶、 湾 2 5 5 4 11 5 2 2 2 2 
ア メ カ 2 1 2 1 1 1 2 7 2 
タ イ 1 I 
マ レ 一 こ/ ア
、、、、 ヤ ン マ 一 1 
インドネシア

シンガポール 1 
香 港 l 

日 本 l 

イ ン ド I I 1 
ス フ ン カ 1 
イ フ ン 1 
ト 1レ コ 1 
オーストフリア 2 1 1 
ニュージーフンド 1 
カ ナ ダ 2 1 
ド イ ツ 1 1 1 
イ ギ ス I 1 1 
ア ン マ 一 ク 1 
ス イ ス 1 
てr Fレ タ 1 
オ フ ン ダ 1 
メ キ ユ/ コ 1 
フ フ ン ス

フ イ ピ ン 1 1 
プ フ ン }~〆

タ ン ザニ ア

ユーゴスラピア

イ ス フ エ yレ

カ メ Jt〆 一 ン
ネ ノf 一 Jレ
パングフディッシュ

フインフンド

オーストリア
J、ミ 1レ ギ 一
J、c Jレ 一
ス Pミ イ ン
J、ミ ト ナ ム

アイルフンド

モ ン ゴ yレ

カ ン ボ ン ア
Jて フ Jレ 一 ン
ン ヤ マ イ カ

言f 11 5 7 13 12 14 30 16 34 8 17 22 20 26 18 20 
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留学生別科志願者・合格者・手続者・入学者数推移臨時
単位(人〉

西 層 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 

入 学 丹 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 9 4 9 

志、 頼 者 数 46 34 29 33 50 50 35 45 44 42 47 49 59 66 47 95 
主口』 格 者 数 23 22 21 26 22 22 26 27 24 21 21 27 23 27 24 31 

手 続 者 数

入 旦すι占 者 数 21 19 16 24 19 17 20 25 21 17 14 27 21 24 18 27 

男 9 7 10 13 10 13 6 20 13 7 4 15 9 14 8 13 

女 12 12 6 11 9 4 14 5 8 10 10 12 12 10 10 14 

入学者盟関内訳

中 国 15 10 8 17 13 9 16 17 13 9 9 16 18 16 10 19 

韓 国 生 3 5 2 3 4 3 2 4 2 2 1 4 1 
A口A、 湾 I 1 1 1 1 1 I 

ア メ 1) カ I 3 2 1 2 9 ・e 1 

タ イ 1 2 1 1 1 2 2 

マ レ 一 ン ア I 1 
、、、、 ヤ ン マ 一 1 1 
インドネシア 1 
シンガポール 1 
香 話芸 1 

日 本 1 

イ ン ド

ス 1) ブ ン カ 1 
イ ブ ン 1 

ト 1レ コ
オーストフリア 1 

ニュージーフンド

カ ナ ダ 1 
ド イ 1ツ 1 1 2 1 2 1 1 
イ ギ ス 1 

ア ン マ 一 ク
ス イ ス

マ 1レ タ

オ フ ン ダ

メ キ 二/ コ
フ フ ン ス 1 1 I 
フ イ ピ ン 2 

ブ フ ン 1レ

タ ン -ifニ ア 1 

ユーゴスフピア

イ ス フ ユニ Jレ 1 1 
カ メ ルー ン 1 
不 1'¥ 一 1し
パングラディッシュ l 

フィンフンド 1 
オーストリア l 
Jて lレ ギ 一
J、ミ 1レ 一
ス Jく イ ン 1 
J、く ト ナ ム

アイ 1レフンド

モ ン ゴ J1--

カ ン ボ: てノ ア
rく フ 1レ 一 〉〆

ン ヤ てr イ カ

計 21 19 16 24 19 17 20 25 21 17 14 27 21 24 18 27 



留学生別科志願者・合格者・手続者・入学者数推移臨時
単位〈人〉

西 暦 2001 2002 2∞3 2004 2005 2∞6 2007 2∞8 
入 学 JJ 4 9 4 9 4 9 4 9 4 9 4 9 4 9 4 9 
志 額 者 数 78 105 80 58 72 74 68 55 31 49 45 72 41 57 51 
A口. き吾 者 数 28 24 27 21 25 20 21 21 17 28 19 33 19 34 25 
手 続 者 数 17 29 17 32 21 
入 学 者 数 27 20 21 19 20 18 14 16 13 17 11 17 10 19 

男 8 9 9 7 10 10 2 6 3 5 4 7 6 13 
女 19 11 12 12 10 8 12 10 10 12 7 10 4 6 

入学者菌加内訳

中 国 21 16 15 12 16 12 10 10 10 13 6 10 4 10 
韓 国 1 1 1 1 1 
ぷI::l品、 湾 1 1 1 1 2 2 
ア メ カ 1 1 I 1 1 1 1 
タ ノf 2 1 2 1 3 I 1 1 
マ レ 一 ン ア
司、、、 ヤ ン マ 一 1 1 
インドネシア 1 
シンガポール 1 1 
香 港 1 
日 本

イ ン ド 2 

ス フ ン カ

イ フ ン

ト Yレ コ
オーストラリア 1 1 
ニュージーランド

カ ナ ダ 1 
ド イ ツ l 2 2 3 1 1 
イ ギ リ ス

ア ン マ 一ク
ス イ ス

マ yレ タ

オ フ ン ダ 1 
メ キ ン コ
フ フ ン ス 1 

フ イ ピ ン

プ フ ン Jv 1 

タ ン ザニ ア

ユーゴスラピア

イ ス フ エ yレ

カ メ yレ 一 ン
不 /'¥ 一 yレ
バングフディッシュ 1 

フインフンド 1 

オーストリア
Jて Jレ ギ 一 1 
J、ミ 1レ 一
ス J、ミ イ ン 1 
Jミ ト ナ ム 1 2 1 

アイルフンド I 

モ ン ゴ 3レ I 1 

カ ン ボ ジ ア 3 
J、ミ ブ ルー ン 1 

ジ ヤ てr イ カ 1 

計 27 20 21 19 20 18 14 16 13 17 11 17 10 19 
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留学生別科学生進路先

修 7 者 z∞1 2∞2 2∞3 2004 2∞5 2∞6 2007 2008 
前罵 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 請期 後罵 議期 後期 蔀期 議期!

本学へ進学〈学部・大学院生など正規学生) 2 16 4 6 6 9 3 8 5 8 8 9 2 8 

本学へ進学(研究生など非正規学生〉 1 4 I 

龍太学へ進学(学部・大学院生など正規学生) 3 4 1 I 2 1 

他大学へ進学(研究生など非正規学生) 3 3 。 1 2 2 1 

専門学校へ進学 3 2 2 1 2 2 1 

本学留学生別科延長申請 15 8 14 12 8 6 12 4 7 8 7 3 

婦国 3 2 2 2 5 2 1 3 2 3 6 4 3 

就職 。 。 1 

その飽(未定者を含む) 1 4 2 7 3 2 2 1 2 I 1 

合計(人) 24 39 24 34 24 22 20 26 15 11 22 19 14 16 

依露退学者{修了蔀進路決定者)
2001 2∞2 2∞3 2∞4 2∞5 2∞6 2007 2008 
前期 後期 前期 後期 前罵 後期 前窮 後期 前期 後窮 前期 後期 議期 後顛 前期 議罵

本学へ進学(学部・大学院生など正規学生〉 2 1 

本学へ進学(研究生など非正規学生〉 1 

他大学へ進学〈学部・大学院生など正規学生)

也大学へ進学(研究生など非正農学生〉 2 1 1 

専門学校へ進学 1 

本学留学生別科延長申請

埼国 3 1 

就職 1 

その他(未定者を含む)

合計(入) 2 3 1 1 7 。。。 。。2 。。
L一一」ー
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国際センター研究年報掲載論文一覧①

親露号/発者年 掲載頁 号減&現 文 名 使摺日語 著者名

1 (1991) 1 ~12 多様化する自本語学習者への一考察ーハワイにおける状況一 日本語 芥J!I 昭寿

13~20 「形容詞静止形÷ですjについて 口語研究ノート 日本語 畠本新・S.C.Yenik

21~33 (資料)初級語葉選択アプローチの一方法 日本語 長本語子・翼者訓詫

34~35 (書評〉縫龍義憲 r8本語教育学入門j 日本語 小栗裕子

36~46 海外移住の薪i轄流一面禁化を考えるひとつの視点一 日本語 戸上宗賢

47~55 Stored Irrigation System in South Asia 英語 Hisashi Nakamura 

56~62 A Study of American Cultural Values and Assumptions in TV Advertising 英語 Takuo Hayashi 

63~65 (報告)デンマークの言語学校について 日本語 三枝科文

2 (1993) 1-3 日本語授業での一つの試み ースピーチ発表を通して一 日本語 久邑木幸子

4-10 日米パイリンガル者によるうなずき方 あいづちの考察一 日本語 久保田真弓

11~24 日本語教育とシラパス ー留学生の多様化とシラパスの柔軟化一 日本語 中JlI良雄

25~37 日本語教育における専門用語教育の貧国 日本語 永田均

38~40 狂言を題材とした吾本語教育 -日本語 中村謹子

41~54 大学における中級呂本語教育 龍谷大学留学生別耗中級譲習クラスの場合一 日本語 出口育子

3 (1994) 1 ~13 韓国人の日本観一一般人と日本語学習者 日本語 泉文明

15~20 テスト結果の利用について 日本語 謡垣宏暁

21~28 会話における開き返しとあいづちの関係 日本語 久保田真弓

29-38 講義科自としての f日本語教授法Jの実設備とその検討 -i英話教巷教育法jとの比較において一 日本語 高田治美
39~49 CAI:百本語教育のニューメディア ーコンピュータを用いた百本語学習の麗開一 日本語 中JlI良雄

51~59 日本語教育の方向一日本事清を考える一 日本語 永田均

61~75 中富語を母国語とする日本語学習者の誤用について E本語 藤田昌志

77~88 B本語授業引継書の意義 教師の自己研修のために一 B本語 出口育子

4 (1995) 1 ~12 日本語教育と国語教育における基本語嚢 B本語 泉文明

13~23 言語と人権 B本語 永田均

25~30 書評 漢字と漢字教育をめぐって 日本語 永保澄雄

31~37 生教材による上級読解指導の試み 一内容重視の読解へー 日本語 坂東正子

39~58 日中対照表現論一「転換J(8→中)について一 日本語 藤田昌志

59~75 アメリカ習学生対象の自本語初級授業 ミシガン倒立大学連合日本センターでの指導関一 日本語 山口育子

5 (1996) 1~9 言語と人権亘 日本語 永田均

11~25 程度麗語と葱容詞の否定彰式 日本語 中山恵科子

27~46 日中対照表現論一減訳{日→中)について一 日本語 藤医昌志

47~64 日本語学習者の謙吾語・援態語iこ隠する考察 龍各大学留学生部科上最クラスの授業を通して一 日本語 山口育子

65~77 授受表現に関する誤用の分析一可能と意志性をめぐって一 E本語 UJ巨象弘

79~80 随想 52年ぶりの河窓会 呂本語 小林袈裟冶

81~86 書評発声・発音についての本 E本語 永保澄雄

6 (1997) 1 ~12 吃音の生起註置について E本語 氏平明

13~20 日本語習得におけるスピーチの効用 日本語 久富木幸子 l

21~27 英語教育における自本語との対照の意義 E本語 高田治美

29~34 留学生の保証人割愛廃止を考える 日本語 永毘均

35~40 書評 オノマトベについての本など 5本語 永保達雄

41-52 自発的な発話を促す会話教育の実践一人間関係構築のために B本語 新JlI以智子

53~69 日中主語承前省略の比較 日本語 藤田昌志

71~91 日本語上最授業における i8本事境jの可能性一龍谷大学留学生別科上義クラスでの試み 日本語 出口育子
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国際センター研究年報掲載論文一覧②

1在最号/莞有年 掲載頁 論 文 名 !琵屠言語 著者名

93~103 梧互型多文化学習クラスの試み 日本語 自由 主主弘

7 (1998) 1~3 永保澄雄教授の定年退職に際して略歴と研究業績轄吾録 日本語 葦持薄実・萄垣宏覇1

5~1O 日本語教授法における「場面jをめぐる開題 日本語 西原純子

11~17 大学進学をめざす外国人習学生の国語辞典使用について 日本語 稲垣宏明

19~28 韓罰にお汁るB本語教育の現状と展望一高等学校と放送通告大学校を中心に一 日本語 泉文明

29~56 「吉本の社会・文化」講座を担当して 一回年間の教育の轍一 日本語 桂瑛誰

57~65 上親学習者に見られる「は」と印むの誤用例 日本語 i毒水佳子

67~77 新聞の見出しの文法的特徴と機能 E本語 宮中哲哉

79~86 言語と人権E 日本語 永田均

87~96 漢字指導の試み 日本語 速水はるみ

97~119 統合的アプローチによる日本語 f読解j授業一龍各大学留学生到耗上義クラスでの実践報告一 巨本語 出口育子

121~138 私立大学における短窮留学生コースの導入について一文蔀者の方葉背景と先行丈学の現状分者を中，CAこ一 日本語 今井孝司

8 (1999) 1 ~10 基礎日本語教育をめぐる開題 日本語 西原範子

11~16 Teaching Japanese traditional theatre 英語 Jonah Salz 

17~28 日本語教育実習生のダイアワー・スタデイ調査 日本語 朝倉 i享子

29~40 複合名詞解釈におけるストラテジーの使用 一内省資料を用いて一 日本語 武田幸男

41~56 日本語教育における新聞学習 一龍谷大学自際文化学部日本語クラスの場合一 日本語 出口育子

57~76 私費哲学生募集iこ関する主立大学と日本語学校の連携彰患について 一募集圏豪校の戦略立案を中心に一 日本語 今井孝司

9 (2∞0) 3 ~17 学事選学者のための基都事語教書を考える一時語教報鰯会rB本語教育七ミトJ1:出る f雑時誠究Jの報告を通して一 日本語 西原純子
19~24 「百本語でするjゲームの実設備とその考察 日本語 菓子国道子

25~34 フォワナー・トーク再考一日本語先宥研究における定義を中心に一 日本語 小林浩明

35~51 日本事情教材としての f昔話Jの有効性 一龍谷大学日本語クラスの授業を通して一 日本語 出口育子

53~64 スリランカの「子守嘆jに関する一考察 日本語 中村謹子

65~86 IMPLICA TIONAL ORDERS IN VOWEL HEIG豆T 英語 KADOOKA Ken-Ichi 

10 (2∞1) 1 ~17 日本語学習者の内的外的要因が第二言語不安におよほす彰響について 日本語 高岸雅子

19~31 会話における「くり返しjの発話について 日本語 堀内奈美

33~42 E本語教育実習の内省変花 ダイアリーデータの分析に基づいて 日本語 朝倉淳子

43~68 日本語オノマトベ語葉派生過翠における語基 日本語 角間賢一

69~81 類義の擬意語に関する一考察 「あっさりJiさっぱりJrすっき号」の指導を通して一 日本語 山口育子
83~94 Similarity and Difference Intercultural Communication 英語 PaulJa査e

95~102 『タウトの日記jについて ータウトの差離宮論構想過程に寓する研究その 1- 日本語 宮元健次

103~ 1l5 狂言素描 日本語 JII上孝也

11 (2∞2) 3 ~13 務級用寵き取り練習CALL教材の開発・試用 一中国語話者を対象に一 日本語 河本詣枝

15~26 中途経了型発話の横断的研究一中・上経韓国入学習者の発話から一 日本語 小田美恵子

27~33 暁治期の日韓両言語における漢語 一二つの辞典のよと較から一 日本語 泉文明

35~61 日本語オノマトベ語棄の接辞 日本語 角関費一

63~78 複合助語「に対して」の分類一動詞の形式化の観点からー 日本語 真仁田栄治

79~85 The Effects of Age on Pronunciation 英語
O'NEILL Byron 

パイロン オニ}ル

87~102 ドイツと日本の大学生における f多言語・多文化jに関する意識調査 日本語 を藤和弘

103~109 Biracials and Bullying : Preparing Kids for School 英語
DAULτ0主Fra自主E.

ドールトン フランク

111~139 「露帖桂離宮jについて ータウトの桂離宮評論講想過程に関する研究その 2-日本語 宮元韓次
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141~153 子鎮の学習撞保障と貧富克壊の一戦霊長 一アメリカにおけるエンパワーメント・ゾーンの試み一 日本語 中島千恵

12 (2∞3) 3~11 青森県深諸方言地域における幼児の持殊揺の発音額向と意識 日本語 嵐洋子

A豆esearchon Bank Channels in English ConversatIon by J昌panese豆nglishLearners 英語
YANG Tao 

13~21 
楊涛

23~44 日本語オノマトベ語基の多義性について 日本語 角関賢一

45~58 An Analysis of Language U sξin Jap呂田SξTelevisionCornmercials from the Perspective of Politeness 英語
MURATAK呈zuyo

村田和代

Loanwords in the主主edia 英語
DAULTO芸Fran主E

59~72 
ドールトン フランク

73~87 身棒表現に関する吾英語比較研究 日本語 姫田慎也

89~95 共文化と異文化コミュニケーション・トレーニング 実践報告を中心として一 日本語 富岡美知子

97~110 外国人の人権と教育 ータ宇宙入学校の大学受験問題より- 日本語 村田鈴子

111-117 「いかもの」について ータウトの桂離宮評論構想過程に関する研究その3- 日本語 宮元健次

13 (2∞4) 3-14 惰態爵語をめぐって 日本語 林義子

15~36 日本語オノマトベ語棄の語源について 日本語 角岡賢一

37~68 内閣総理大臣i寅説の文体分析一鳩出苦梧から大手嘗棺について一 B本語 中村秩祥子

The Importance of a High・frequency“Built-in Lexicon" for EFL in Japan 
英語
DA乱TONFrank E. 

69~82 
E本のEFLのための高頻出“Built-inLexicon"の重要性 ドールトン フランク

83-92 接頭辞‘anti-' と 'counter-'の比較研究 B本語 麓毘慎也

93-106 An Empirical Study on Leaming Styles of japanξse EFL Learners : Implications for CoursεDesign 英語
YANGTao 

揚涛

107~130 
Using the Useless: Chuang Tzu's Influence on Basho 

英語
WOLFE Stephen J. 

無用の用 一芭薫における荘子の影響 ウルフ スティープン

131~139 〈見る><見られる〉異邦人たち -[""名所密会J~こ描かれた(交流〉のかたち一 日本語 西野由紀

141~150 日本におけるタウトの建築存品について ータウトの桂離宮評論構想通草に寵する研究その4- 日本語 宮元建次

151-164 丸山真男における中国 日本語 田中和男

165-180 〈日本文北史〉論に関する一考察 日本語 迫田智文

181~192 
Buddhist Tools for Developing IntξrcultualらmmunicationCompetence : The Sξven Factors of Awakening 

英語
jAFFE Paul D. 

異文化陪コミュニケーション詑力に役立つ仏教的思考法:七覚支 ジャフィー ポール

The Dialectic of Internationalization and Globalization in japanese Universities 
英語
BまADLEYWilliam S. 

193~210 
日本の大学iこおける弁証法的グローパライゼイションと罰際化 プラドヲー ウィヲアム

14 (2∞5) 
パワーポイントを毘いた斐示型宮本語教育教幹の開発 日本語

~~Jl I 違子・阿華美意子
3~14 

坂東王子・高岸雅子

15~23 動詞テ彰と連用彰の{費用差iこ関する計量的議査研究 中経以上の作文・小論文指導のために一 日本語 林雅子

25~37 ポライトネスから見る若者ことばの機能 龍谷大学キャンパス語の分析を通して一 日本語 村田和代

39~57 日本語オノマトベの交替彰語蒙分析 日本語 角関賢一

59~67 和製英語の複合語について 日本語 姫田慎也

英三ロ五ロ
YANG Tao 

69~83 An Overview of Learner Autonomy : Definitions， Misconceptions， and Identifications 
楊涛

英語
DAULTON Frank 豆

85-96 The E笠ectof Adapted Readings on High-frequency Voc呈bularyDevelopment-A Pilot τest 
ドーJvトン フランク

英語
まOSATISimon 

97-115 The jET Programme and Culture Shock 
ロザーティ サイモン
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117~120 TEACHING LISTENING COMPREHENSION 英語
HOWELL Simon i 

ハウエルサイモンi

英三ロ五ロ
B豆IDG担ANBurkξ 

121 ~128 Vocabulary acquisition in the communicative classroom 
プリァジマン パーク

129~142 <B本思想史〉論に関する一考察 日本語 池田智文

The CULTURE OF GOD'S WAR 
英語
B豆ITTO琵]oseph

143~156 
神の戦争文化 プワトン ジョセフ

15 (2006) 3~20 トピックシラパスによる拐級司本語クラスの実施とその試行藷誤 日本語 ~tJfl 逸子

21~28 戦酉下の日本語教育一韓国の場合(1)一 日本語 泉文明

29~43 日本語オノマトペ語葉の形態論的考察 日本語 角関賢一

45~58 「語葉論的統語論」と引用研究一七回義雄・河蔀忍の所論について一 日本語 藤田保幸

59~64 様態を表す爵語的表現をめぐって 日本語 梓雅子

65~78 音声変異の重層住一昔韻論的対立の有無の観点から一 日本語 爵田祥平

79~92 内閣総理大臣譲説の文体分析2 一明治時代の伊藤首相から西圏寺首相について一 日本語 中村秩祥子

93~109 
The role of 1泌ivelanguage in Japanes是EFL!ESLle主rner'srecurring errors : a literature review on language transfer 

英語
鼠ATSUOKAShinya 

日本人英語学習者の誤用調における母語の影響 一言語転移に関する先行研究について 松間信哉 j 

英語
YANG Tao 

111 ~129 An OvξrVIξw of Learner Autonomy II : Resξarches， Methods， Instructional Issues & Assessmξnt 
揚涛

英語
PALLOS Linh 

131 ~ 140 Continuous Listening and S担eakingPraclice in CALL setting : Experience of First主ndSecond-Year Students at Ryu治kuCniversity 
ノfロス リン

141~160 
TOWA豆DBAS豆O'SZE到POETICS:ThεHistory and Significancξof Basho's Autumn Crow Haiku 

英語
WOLFE Stephen 

芭蕉の禅詩論へ: r枯枝に烏の止まりけり秋の暮J ウルフ スティープン

The Ministry of Justice's Policing of Foreigners 
英語
DAULTO主FrankE. 

161~178 
法務省と「外国人問題j ドールトン フランク

179~192 異文北コミュニケーション:漢字の発達と社会文化的遺伝子 日本語 諏諒共香

193~2oo 車諒の f柳島之一瞥jを読む 一中国人女性作家が見た昭和初期のE本の私娼窟 日本語 張応華
201~226 “ファシス γ ムッソ 1)ーニはE本で揺荷に描かれたか一表現文化における政治的 f英雄Ji象 E本語 出自奇 充彦
262~264 [報告]龍谷大学留学生関科20題年シンポジウム[大学留学生別薪はどこへ舟うのか」 日本語 百尻英三

16 (2007) 3 ~24 韓国語を母語とする日本語学習者の「問い返し」と f疑いjの知覚について 日本語 李宝護

25~33 戦後のE本語教育 一韓留の1980年代の高校吾本語教科書を手がかりに一 日本語 泉文明

35~47 日本語の否定接頭辞「ぷjと連還について 日本語 角関賢一

49~58 動請のテ彰と連揺形の寵罵差に関する計量臨調査顎究 薪開・論述文・IJ、IIこ主ける語量講査の結柔かち一 日本語 林雅子
59~80 「とりあえずfB本語話し言葉コーパスj嶺索jの可能性を接討する J雰塵気Jという単語の発音を例仁一 E本語 問団祥平
81~94 森露外初期翻訳戴菌の言語について 一「調高実洋経一曲jを中心に 日本語 藤田保幸

95~108 内閣総理大臣演説の文体分析3 大正時代の山本吉相から加護首相について一 日本語 中村秩祥子

地前隊長総予理主má~I闘は:駒ぼ Studen\s'R品f納sof論f剖E認nHo樹園y.泌edIn以雌Expe問『隠れ蹴T関 1随泌詔Univ制込nguageCtnter pro卵E
英語
FURMANOVSKY廷ichael

109~120 
留学体験の意義:オ}ストラリア主要大学付屠語学学校短薦プログラム参詣日本人宮学生の異文往葬験iこついて 77-7 J7スキーマイケ島

121 ~127 Reflective ob記rvationsof a記lf-studyJapan綬 V悶bul的問凶itionand literacy development progra諮問ngmohile learning technology 英語
GUTIERREZ Tirnothy 

グティエレズ ティモシー

129~142 
Death in Deep Autumn : Zen in the Art of Dying or Final Despair? 

英語
WOLFE Stephen 

芭蕉の“秋深き"の死:禅の心か最終の絶望か ウルフ スティープン

143~157 Learners' Voices on Journal Writing 英語
YANG Tao 

揚涛

159~163 研究ノート:標語などの持つ伝達性 日本語 諏訪共香
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